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Ⅰ 研究の目的

平成17年の中教審答申において，特別支援教育の現行制度の弾力化として「交流及び共同学習の

推進 「特別支援学級担任の活用によるＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援 「通級による指導の」 」

拡大によるＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援」が述べられている。これは，通常の学級に在籍

する特別な支援を必要とする児童生徒に対して，生活や学習上の困難を改善又は克服するための個

に応じた支援を行う必要があるためである。特にも特別支援学級設置校においては，現行制度の弾

力化の中で述べられているように，特別支援学級担任の専門性を生かした支援を行うことが求めら

れている。

しかし，県内の実態をみると，通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に

， 。 ，対して 特別支援学級担任のもつ専門性が効果的に活用されていない状況が見受けられる これは

小・中学校において，特別支援学級担任の専門性を校内資源として活用する特別支援学級の「弾力

的な運用」についての理解が進んでいないことと，各校の実態に合わせて運用を進めるための具体

的な資料が少ないことが要因であると考える。

このような状況を改善していくためには 県内の小・中学校や特別支援学級の実情をふまえた 弾， 「

力的な運用」の在り方と具体的な運用の方法を示した資料を作成することが必要である。

そこで，本研究では，県内の小・中学校における特別支援学級の弾力的な運用の実態を調査・分

析し，特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの作成をとおして特別支援学級の

「弾力的な運用」の推進を図ることにより，小・中学校の特別支援教育の充実に役立てようとする

ものである。

Ⅱ 研究の方向性

特別支援学級の弾力的な運用の推進を図るため，県内の小・中学校における特別支援学級の運用

と特別支援学級担任の役割について実態調査を行い，特別支援学級の弾力的な運用の意義と運用の

在り方を示したガイドブックを作成する。

Ⅲ 研究の年次計画

この研究は，平成19年度から平成20年度にわたる２年次研究である。

第１年次（平成19年度）

特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本的な考え方の検討及び基本構想の立案，

県内の小・中学校における特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する実態調査及び調査結

果の分析と考察，特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想に基づく手だての作

成

第２年次（平成20年度）

指導実践計画に基づく実践，実践結果の分析と考察，特別支援学級の「弾力的な運用」の推進

に関する研究のまとめ

Ⅳ 本年度の研究の内容と方法

１ 研究の目標

第１年次に立案した基本構想と手だての構想に基づき，特別支援学級の「弾力的な運用」を推

進するためのガイドブックを作成し，実践をとおして，特別支援学級の「弾力的な運用」の意義
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と具体的な運用の方法を示す。

２ 研究の内容と方法

(1) 特別支援学級の「弾力的な運用」の在り方の提示（文献法）

第１年次における県内実態調査の結果を踏まえ，特別支援学級の「弾力的な運用」の意義と

「 『 』 」 。運用の方法を示した 特別支援学級の 弾力的な運用 ガイドブック(案) を作成し提示する

(2) 指導実践と実践結果の分析・考察（指導実践，観察法，質問紙法，面接法）

「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック（案 」を用いて，研究協力校における特）

別支援学級の「弾力的な運用」に関する理解や意識の向上を図ることをとおして，具体的な取

， 「 『 』 （ ）」組を促し 事前・事後調査の実施により 特別支援学級の 弾力的な運用 ガイドブック 案

の検証を行う。

(3) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する研究のまとめ

指導実践の結果を基に，特別支援学級の「弾力的な運用」の見直しと充実を図り，特別支援

学級の「弾力的な運用」の推進に関する研究のまとめを行う。

３ 研究協力校

県内公立小学校１校（Ａ小学校）

県内公立中学校１校（Ｂ中学校）

Ⅴ 昨年度の研究の概要

１ 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本的な考え方

(1) 特別支援教育の目指す姿

平成19年度は特別支援教育元年といわれる。障がいの種類や程度によって教育の場が分けら

れていた特殊教育が特別支援教育に変わり，通常の学級においても一人一人の教育的ニーズに

応じた支援が行われることとなった。特別支援教育は，通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ

等の児童生徒も含め，特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた

主体的な取組のために，一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行うものである。

特別支援教育の目指す姿は，障がいの有無にかかわらず，互いを尊重しあう共生社会の実現

である。そのためには，障がいのある児童生徒と障がいのない児童生徒が共に学ぶ場を保障す

るとともに，その学習内容を充実させていく必要がある。したがって，特別支援学級の児童生

徒への指導については，特別支援学級の児童生徒と障がいのない児童生徒・通常の学級の担当

教員との相互理解を進め，交流及び共同学習のねらいを明確にすることが大切である。通常の

学級に在籍する特別な教育的支援が必要なＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒に対しては，個別の教

育的ニーズに柔軟に対応し，支援を行うことができるような制度や仕組みが必要であり，現行

制度の見直しや弾力化による取組が進められている。

(2) 現行制度の弾力化とは

小・中学校の通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援のために現行制度

を弾力化した取組として,｢特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申 （文）」

部科学省，2005）では，次の３点を挙げている。

ア 交流及び共同学習の推進

特別支援学級と通常の学級の担任同士が連携し，特別支援学級の児童生徒が通常の学級で

学ぶ機会を適切に設け，その教育内容を充実させる取組である。
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イ 特別支援学級担任によるＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援

交流及び共同学習の推進を前提に，特別支援学級の担任が通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤ

ＨＤ等の児童生徒に直接の指導･支援を行う取組である。特別支援学級担任は障がいのある児童

， 。生徒への指導に関する専門性を活用し 校内において多様な役割を担うことが期待されている

ウ 通級による指導の拡大によるＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援

通級による指導の対象にＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒を含め，指導時間数についても年間10

単位時間から280単位時間までとする弾力化の取組である。ただし，通級指導教室や特別支援学

校へ通級する場合は，特別な教育課程を編成する必要がある。

つまり，現行制度の弾力化とは【図１】に示すように，以上の３点について取り組み，固定の

場である通常学級や特別支援学級の枠組みを柔軟

にとらえることにより，通常の学級に在籍する障

がいのある児童生徒の教育的ニーズに対応するた

めのものである。具体的には，特別支援学級や通

級指導教室を通常の学級における特別な教育的支

援が必要な児童生徒への指導の場として活用した

り，特別支援学級担任や通級指導教室の担当者が

通常の学級で支援を行ったりすることを指してい

る。さらに答申では 「特別支援学級担任等には校，

内の特別支援教育における中心的な役割が求めら

れている」とし，通常の学級に在籍する特別な教

育的ニーズをもつ児童生徒の支援を進めるために，

各学校の実態に合わせた弾力化を行い，支援体制

を工夫することの重要性を述べている。

， ， ，以上のことから 特別支援学級設置校では 特別支援学級担任のもつ専門性を活用するために

特別支援学級の「弾力的な運用」の推進を図る必要があると考える。

(3) 特別支援学級の「弾力的な運用」とは

ア 特別支援学級の「弾力的な運用」のとらえ

廣瀬（2006）は 「特別支援学級の『弾力的な運用』とは，特別支援学級担任による通常の，

学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援を意味する」とし，特別支援学級は校内

支援体制の中の重要な資源の一つであると述べている。つまり，特別支援学級には障がいのあ

る児童生徒に関する専門的な知識をもち，障がい特性を踏まえた指導を実践している担任がい

ること，障がいや発達段階に応じた教材教具があること，構造化された場としての機能がある

ことなど，障がいのある児童生徒にとって必要とされる環境が整っているため，これらを通常

の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援に活用することが校内支援体制の充実

につながるとしている。

そこで，本研究における特別支援学級の「弾力的な運用」とは，校内の全ての特別な教育的

支援を必要とする児童生徒の教育的ニーズに応えるために，特別支援学級の場と担当者を必要

に応じて活用することととらえた。特別支援学級の「弾力的な運用」を進めることで，通常の

学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒の教育的ニーズに応じた指導や支援の

選択肢が広がり，運用の方法や内容が充実していくと考える。

【図１】現行制度の弾力化のイメージ

（文部科学省の資料を参考に作成）

■現行制度の弾力化
①交流及び共同学習の推進
②特別支援学級担任によるLD･ADHD等
の児童生徒への支援

③通級による指導の拡大による LD･AD
HD等の児童生徒への支援

①交流及び共同学習の推進

②特別支援学 通級
級担任の
活用

特別支援
学級

通常の
学級

③通級による指導の拡大によるLD･
ADHD等の児童生徒への支援

通 級 に よ る 指 導
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イ 先行研究における特別支援学級の「弾力的な運用」の取組

先行研究「ＡＤ／ＨＤ・高機能自閉症と思われる児童・生徒への特別な支援のあり方研究」

（柏木・山口，2003 「通常の学級における特別な教育的支援の必要な児童への学習指導の工），

夫 （千葉・日向ら，2007）により，通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への」

支援は，通常の学級での個に応じた配慮や，特別な場に取り出しての個別指導が有効であるこ

とが明らかになっている。これらの支援のために特別支援学級の「弾力的な運用」を行い，特

。別支援学級の場と特別支援学級担任の専門性を校内資源として活用することが期待されている

国立特別支援教育総合研究所の「小・中学校における障がいのある子どもへの教育の支援体

制に関する研究 （2004～2006）では，固定式の学級ではなく，教室という形態で行う支援の」

在り方についての研究が行われた。これは 「今後の特別支援教育の在り方について（最終報，

告 （文部科学省，2003）において示された特別支援教室構想を目指すものである。この研究）」

では 特別支援学級や通級指導教室を個別指導の場として活用したり 個別指導のための教室(特， ，

別支援教室)を設置したりすることにより，ＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒の教育的ニーズに対応

した指導や支援が行われ，効果が認められた(【図２】① 。また,特別支援学級担任が通常の）

学級の授業に入るティーム・ティーチングによる指導や，習熟度別学習等の少人数学習の際に

， 【 】 ）。ＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒に個別指導をする取組も行われ 効果が認められた( 図２ ②

このように，児童生徒の教育的ニーズに合わせて指導や支援の場や内容を工夫し，特別支援

学級担任の直接の指導や支援を行う「弾力的な運用」により，指導や支援の効果が上がること

が明らかにされている。一方，特別支援学級の実態は様々であり，在籍する児童生徒の障がい

の種類や程度によっては，ほとんどの時間を固定の学級で指導や支援を受ける児童生徒がいる

場合もあるという現状も述べられており，特別支援学級に在籍する児童生徒への個に応じた支

援や指導を保障し，各学校の実態を踏まえた上で「弾力的な運用」を行うことが大切であると

されている。

(4) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進の意義

これまでに述べてきたことから，特別支援学級の実態を踏まえた上で「弾力的な運用」を推進

することで，通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒（以下，特別な教育的支援を必

要とする児童生徒）の教育的ニーズに応じた適切な指導や支援が行われ，生活や学習上の困難が

改善することができると考える。

①特別な指導や支援の場（別室等での指導） ②一斉指導の場

君 …通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒Ａ

担 任 …通常の学級担任

先生① …特別支援学級担任又は通級指導教室担当教員

先生② … 指導担当や専科の教師等加配教員ＴＴ

先生①

支援

Ａ 君

特別支援学級

又は

通級指導教室 担 任

又は

先生①･②
支援

Ａ 君

個別指導のための
教 室 (特別支援教室) 担 任

全体への指導

Ａ 君
支援
先生①･②

通 常 の 学 級

担 任

又は
先生①･②

支援
Ａ 君

習熟度別学習
少 人 数 学 習

（国立特別支援教育総合研究所【図２】校内支援における特別支援学級の弾力的な運用の例
）「小・中学校における障害のある子どもへの教育の支援体制に関する研究｣の資料を基に作成
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特別支援学級の「弾力的な運用」を推進するには，校内における交流及び共同学習の推進が前

提となることから，通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒だけでなく，

特別支援学級に在籍する児童生徒についても校内の全教職員で支援を行うという認識が必要とな

る。つまり，特別支援学級の「弾力的な運用」により，校内における交流及び共同学習が推進さ

れ，特別支援学級に在籍する児童生徒と，通常の学級担任や児童生徒との相互理解が深まること

が期待できる。

このように，特別支援学級の「弾力的な運用」の推進は，校内の特別な教育的支援を必要とす

る全ての児童生徒にとって意義のあることであり，小・中学校の特別支援教育の充実に欠かせな

いものであると考える。

２ 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想の立案

(1) 特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの基本的な考え方

ア 特別支援学級担任の専門性の内容

特別支援学級担任の専門性を活用するとは，校内支援体制のなかで特別支援学級担任が支援

の対象となる児童生徒に直接の指導や支援を行ったり，校内支援のために必要な事柄について

， 。障がいに関する知識や指導方法を提供したりすることにより その専門性を生かすことである

ここでは，その特別支援学級担任の専門性の内容についての考えを述べる。

小澤（2007）によると，特別支援学級の「弾力的な運用」によって，特別支援学級担任が通

常の学級に在籍する特別な教育的支援が必要な児童生徒への指導や支援を行う時間を作り，児

童生徒の教育的ニーズに応えるとともに，校内の人的資源として通常の学級担任への支援も行

うことが期待できるとされている。この人的資源として期待される要件を特別支援学級担任の

専門性としてとら

え その内容を 表， 【

１】にまとめた。

【表１】に示し

た専門性は，これ

まで特殊教育の中

でも活用されてき

たものである。特別支援学級担任の専門性としてあげた障がいに関する知識や，障がいや発達

段階に応じた指導方法，個に応じた配慮などは，通常の学級における特別な教育的支援を必要

とする児童生徒への指導にも生かすことができると考える。同時に，特別支援学級の教材や教

具の活用，構造化された学習の場の利用などにより，学習や課題に取り組むための環境を整え

ることも特別支援学級担任の専門性を活用した支援の一つであると考える。

また，通常の学級の授業に入る場合は，特別支援学級担任の役割や指導内容を明確にして指

導や支援を行う必要があり，ティーム・ティーチングの際の支援の方法など，今後新たに求め

られる専門性もあると考える。特別支援学級担任の専門性を活用するためには，特別支援学級

担任の専門性を明確にし，その専門性を活用するための手だてを示す必要があると考える。

イ 特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックとは

特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックは, 通常の学級に在籍する特別な

教育的支援を必要とする児童生徒への支援を効果的に行うため，特別支援学級担任の専門性と

特別支援学級の「弾力的な運用」について，校内での共通理解を図り 「弾力的な運用」を推，

【表１】特別支援学級担任の専門性の内容

特別支援学級担任の専門性 具体的な内容

障がいに対する基礎知識 障がい特性や発達段階に応じた指導・支援の方法

実態把握の方法 行動の観察・心理検査

教材・教具の作成や提供 認知特性に応じた教材の作成や提供，アドバイス

個別の指導計画の作成と評価 実態に応じた目標の設定と評価

保護者への支援 教育相談等

障がい種に応じた指導･支援 障がい種に応じた指導や支援の方法

校内研修会への協力

情報の活用 特別支援教育に関する情報提供
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進するためのものである。特別支援学級の「弾力的な運用」の推進においては，特別支援学級

の実態と通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒の教育的ニーズを把握

したうえで，特別支援学級担任の専門性をどのように活用するのかが大切であり，これらの点

について共通理解するために具体的な方法を示す必要があると考える。特別支援学級の「弾力

的な運用」を推進する際には，特別支援学級担任をはじめとする校内の全職員の連携が大切で

あることから，ガイドブックの対象を小・中学校の全教職員とする。

ガイドブックには 「特別支援学級の『弾力的な運用』の在り方 「特別支援学級担任の専門性， 」

の活用方法 「県内の実態に応じた特別支援学級の運用例」を提示する。ガイドブックは，この」

３点について校内の共通理解を図り，実際の指導や支援を促すことを目的としている。具体的に

は，校内支援における特別支援学級の担任の役割を決め，支援の内容や方法，支援にかかわる人

や物，時間，場所などについて，運用の在り方と方法を示す。また，特別支援学級に在籍する児

童生徒の指導に校内の他の教職員がかかわる必要があるため，時間割の調整方法も示す。

(2) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想図

特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想図を【図３】に示す。

小・中学校における特別支援教育の充実

ガイドブック

○特別支援学級の｢弾力的な運用｣の在り方
○特別支援学級担任の専門性の活用方法
○県内の実態に応じた特別支援学級の運用例

特別支援学級の「弾力的な運用」による専門性の活用

通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒の困難の改善・克服

＜ 背 景 ＞

・通常の学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒の特別な教育的ニーズへの対応

・現行制度の弾力化による特別支援学級担任のＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への支援

特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの必要性

＜ 現 状 ＞

・特別な教育的ニーズに合わせた支援が十分にできていない

・特別支援学級担任の専門性が効果的に活用されていない

＜ 要 因 ＞

・特別支援学級の弾力的な運用についての理解が進んでいない

・弾力的な運用の具体的な資料が足りない

【図３】特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想図



- 7 -

３ 県内の小・中学校における特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する実態調査と結果の分

析・考察

(1) 調査の目的と内容

本調査は，研究の１年次において，特別支援学級が設置されている県内小・中学校（277校）

の教頭を対象に，特別支援学級の運用と特別支援学級担任の校内支援における役割について，現

状を把握するために実施したものである。

特別支援学級の「弾力的な運用」の状況は，特別な教育的支援を必要とする児童生徒の在籍の

状況や支援対象の児童生徒の実態により異なる。そのため，問２で特別な教育的支援を必要とす

， 。る児童生徒の有無について質問し その回答により次の質問で問３と問６に分かれるようにした

質問内容を【表２】に示す。

(2) 調査結果のまとめ

調査により明らかになったことを以下に示す。

ア 特別支援学級の「弾力的な運用」を推進するための方法を示す必要性

県内の特別支援学級が設置されている小・中学校において，通常の学級に特別な教育的支援

を必要とする児童生徒が在籍する割合は約９割であった。その中で，特別支援学級担任が校内

支援にかかわっている学校は小学校約７割，中学校約４割であったが，通常の学級に在籍する

特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対して特別支援学級担任が直接の指導・支援を行う

時間がとれず，支援の対象児童生徒の担任への支援にとどまっている学校も多かった。これら

のことから，特別支援学級の「弾力的な運用」は十分に行われているとはいえない。

その要因として，特別支援学級担任は特別支援学級の児童生徒への指導があるために，通常

の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に支援を行う時間の確保が困難であ

ること，特別支援教育に関する校内の理解や保護者の理解が十分でないために特別支援学級担

任が支援にかかわっていないことが考えられる。

以上のことから，特別支援学級担任が通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生

徒への指導や支援を行うため，校内体制を工夫し，特別支援学級の「弾力的な運用」を行う方

法について示す必要性が明らかになった。

イ 特別支援学級の「弾力的な運用」についての理解を促進する必要性

， 「 」県内の特別支援学級が設置されている小・中学校において 特別支援学級の 弾力的な運用

の内容を「詳しく知っている」又は「だいたい知っている」という回答は小・中学校とも半数

【表２】調査紙の質問内容

問 質 問 内 容
「特別支援学級の弾力的な運用」の内容について知っているか（選択肢）１

通常の学級に特別な支援が必要な児童生徒が在籍しているか（選択肢）２

特別支援学級の担任が通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒への指導や支援，又はその担任への支３

援を行っているか（選択肢）

特別支援学級の担任が通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒やその担任に対してどのような支援を行４

っているか（あてはまるものを全て選択）

特別支援学級の担任が通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒への指導や支援，又はその担任への支５

援を行っていない理由は何か（選択肢）

今後，特別支援学級の担任が，通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒への指導や支援，又はその担６

任への支援を行うべきか（選択肢）

今後，特別支援学級の担任が行うことが期待される通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒への指導や７

支援，又は担任に対する支援は何か（３つ選択）

今後，通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒に指導や支援を行う際に課題と思われること（自由記述）８
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。 ， ，を超えていた しかし 特別支援学級担任が校内支援にかかわっていない学校は小学校約３割

中学校約６割であった。このことから，特別支援学級担任が，通常の学級の特別な教育的支援

を必要とする児童生徒への支援に直接かかわることは少ないことが分かった。その理由として

最も多かったのが｢特別支援学級の児童生徒への

指導がある｣で，小学校51.1％,中学校27.7％で

あった(【図４】)。他に，｢他の教師や支援員が

支援している｣が小学校は22.2％，中学校は21.3

％であった。特別支援学級担任が，通常の学級

の特別な教育的支援を必要とする児童生徒への

支援に直接かかわることは少ない要因として，

特別支援学級の｢弾力的な運用｣という言葉は知

られているが，特別支援学級担任の専門性を校

内支援に活用することとは結び付いていないことが考えられる。

以上のことから，校内支援に特別支援学級担任の専門性を活用することの理解が十分とはい

えない状況であり，特別支援学級の「弾力的な運用」についての理解を促す必要があることが

明らかになった。

４ 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想に基づく手だての作成

(1) 特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの構成

特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックは，これまでに述べた特別支援学級

の「弾力的な運用」の基本的な考え方と，実態調査により明らかとなったことを基に,｢特別支援

学級の『弾力的な運用』の推進｣｢特別支援学級担任の専門性の活用｣｢特別支援学級の『弾力的な

運用』の事例」の三つの観点による三部構成とする。ガイドブックの構成を【表３】に示す。

(2) 特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの作成上の留意点

ガイドブックの作成にあたっては，特別支援学級の「弾力的な運用」が各学校で推進され，特

別支援学級担任の専門性が活用されるようになるために，以下について留意しながら作成を進め

たいと考える。

特別支援学級の「弾力的な運用」を行うためには，支援を行う際の指導形態や支援の場の工夫

の方法等，支援に必要な人と時間と場所を計画的に確保する方法を提示する必要がある。また，

特別支援学級と通常の学級の時間割の調整を行うことが必要であるため，時間割を作成する際の

留意点や手順，学期ごとの見直しなど具体的な方法についても示したいと考える。併せて，校内

で共通理解を図るための手だてや，学校全体の児童生徒や保護者への理解啓発の手だてについて

も示す。

特別支援学級担任の専門性の活用については，通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要

【表３】特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの構成
観点 主な内容

○特別支援学級の「弾力的な運用」を推進する意義特別支援学級の「弾力的な運用」の推進
○特別支援学級の「弾力的な運用」の在り方
○特別支援学級担任の専門性の活用する手順
○校内体制の工夫
○特別支援学級担任の専門性特別支援学級担任の専門性の活用
○特別支援学級担任の専門性を活用した指導や支援の具体例
○保護者との連携
○小学校における運用例特別支援学級の「弾力的な運用」の事例
○中学校における運用例

【図４】小・中学校の特別支援学級担任が

支援を行っていない理由
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とする児童生徒の教育的ニーズに応じた支援の方法や通常の学級担任に行う支援について示す

必要があると考えることから，支援対象の児童生徒の状況により，必要な教材や学習環境の整

備，個別指導の内容など具体的な場面を想定して提示する。併せて，特別支援学級の実態を踏

まえ，特別支援学級の担任が校内の支援においてどのような役割を担うことができるのかを明

らかにする。

Ⅵ 本年度の研究結果の分析と考察

１ 特別支援学級の「弾力的な運用」の在り方の提示

(1) 「 特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック」の作成

ア 「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック（案 」の概要）

特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの構成と作成上の留意点を基

に,｢特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック(案)｣を作成し，特別支援学級の｢弾力的

な運用｣の在り方を第１章，第２章に提示する 【図５】にガイドブックの目次(案)を示す。。

イ 「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック」の内容

(ｱ) 特別支援学級の「弾力的な運用」を行う手順の提示

特別支援学級の「弾力的な運用」を行う際

は，自校の特別支援教育の方針や児童生徒の

教育的ニーズを共通理解したうえで，特別支

援学級担任の専門性を活用することが大切で

ある。そのため，ガイドブックの第１章に特

別支援学級の「弾力的な運用」を推進するポイ

ント（ 図６ ）と，特別支援学級担任の専門【 】

性を活用する手順（ 図７ ）を提示する。【 】

特別支援学級担任の専門性を活用する手順

については，特別支援学級担任の役割を提示

し，校内の児童生徒の実態を踏まえてかかわ

り方を決めることで，特別支援学級の児童生

徒への指導・支援も含めて全教職員が特別支

援教育にかかわることができると考える。

校内体制の工夫については，時間割の具体例

■ 目 次 ■

はじめに 第２章 特別支援学級担任の専門性を活用した指導や
本書の構成 支援
よくある質問と参照ページ

１ 特別支援学級担任の専門性
第１章 特別支援学級の「弾力的な運用」を行うために

２ 特別支援学級担任の専門性を活用した指導や
１ 特別支援学級の「弾力的な運用」とは 支援

２ 特別支援学級担任の専門性を活用する手順 ３ 保護者への対応

第３章 特別支援学級の「弾力的な運用」の事例ステップ１ 特別支援学級担任の役割を明確にする

ステップ２ 特別支援学級の活用を検討する １ 小学校の事例

ステップ３ 特別支援学級担任のかかわり方を決める ２ 中学校の事例

おわりにステップ４ 校内体制を工夫する

【図５】ガイドブックの目次（案）

特別支援学級の「弾力的な運用」推進のポイント

①自校の特別支援教育の方針を，校内で共通

理解する

②校内の特別支援教育のニーズを把握する

③特別支援学級担任の専門性を活用し，連携

して支援するために校内体制を工夫する

【 】 「 」図６ 特別支援学級の 弾力的な運用
推進のポイント

特別支援学級担任の専門性を活用する手順

１ 特別支援学級担任の役割を明確にするステップ

2 特別支援学級の活用を検討するステップ

3 特別支援学級担任のかかわり方を決めるステップ

4 校内体制を工夫するステップ

【図７】特別支援学級担任の専門性を活
用する手順
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や特別支援学級と通常の学級の時間割の調整の方法を提示し，各校の実態に応じた工夫を行

うことができるようにする。

(ｲ) 特別支援学級担任の専門性を活用した指導や支援

特別支援学級担任の専門性を活用した指導や支援を行うためには，特別支援学級担任の専

門性について校内の共通理解が必要であることから，ガイドブックの第２章では特別支援学

級担任がもつ専門性の内容と，その活用について示すこととする。

専門性を活用した指導や支援については，通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要

とする児童生徒の教育的ニーズに応じた支援の方法と，通常の学級担任への支援について示

す必要があると考えることから,実態把握の方法,通常の学級に在籍する教育的支援が必要な

， ， 。児童生徒への個別指導の内容 使用する教材 学習環境の整備等について具体例を提示する

また,それらの指導･支援につ

いては，特別支援学級の実態や

校内の状況も考慮して設定する

必要があることから，支援の場

の設定や工夫についても，別室

での指導や一斉指導等の様々な

パターンを【図８】のように具

体的に示す。

さらに，示した様々なパター

ンを行うための条件と，場の設

定の手だても併せて示す。特別

支援学級を弾力的に運用し，通

常の学級の児童生徒への指導･支

援に，特別支援学級担任が専門

性を活用してかかわることにつ

いて，イメージをもつことがで

きるようにしたいと考える。

(ｳ) 特別支援学級の「弾力的な運用」の事例

ガイドブックの第３章には，研究協力校（小学校１校，中学校１校）における特別支援学

級の「弾力的な運用」の取組を事例として紹介する。事例では，各学校の実態に応じた「弾

力的な運用 の内容と 特別支援学級担任の役割について具体的に示す 特別支援学級の 弾」 ， 。 「

力的な運用」についての具体例を示すことで，小・中学校での取組を促したいと考える。

(2) 研究協力校における実践

ア 実践の目的

特別支援学級の「弾力的な運用」を推進するための「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイ

ドブック（案 」を提示し，特別支援学級担任の専門性を活用した実践事例の収集をとおして，）

手だて（ガイドブック）の検証を行うとともに，ガイドブックの改善と充実を図る。

イ 実践の内容

実践は「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック（案 」を手だてとして，次ページ）

【表４】に示す内容，ねらいで行う。

■ 別室での指導 ■

■ 一斉指導 ■

<個別指導>

特別支援学級担任 対象児童生徒

<特別支援学級での学習>

特別支援学級担任

対象児童生徒

特別支援学級
在籍児童生徒

<交流及び共同学習>

特別支援学級
在籍児童生徒 通常の学級担任

特別支援学級担任 対象児童生徒

< ティーム・ティーチング >

特別支援

学級担任

対象児童生徒

通常の

学級担任

通常の学級の
児童生徒

【図８】特別支援学級の「弾力的な運用」による指導・
支援の例
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ウ 検証計画

指導実践をとおして「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック（案 」が特別支援学級の）

「弾力的な運用」の推進にどのように役立ったかをみるために 【表５】のとおり検証計画を作成，

し，実践結果の分析と考察を行う。

エ 実践の概要

特別支援学級の「弾力的な運用」は，各学校の実態を踏まえて行うものであるため，研究協力校

の実態を【表６】に示す。

【表５】検証計画

検証項目 対象 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法

①特別支援学級の「弾力的な ・管理職 ・特別支援学級の 弾力的な運用 質 問 紙 法 事前・事後の各調査の結「 」

運用」について共通理解し ・教諭 についての理解 （事前・事 果を，学校毎の各回答の

連携することの意識の変容 ・講師 ・特別支援学級担任の専門性を活 後） 割合及び全職員の回答の

用した指導・支援の必要性につ 割合から分析・考察する

いての理解

②実際に行われた特別支援学 ・特別支援 ・ 弾力的な運用」の取組の工夫 面接法（事 事前・事後の特別支援学「

級の「弾力的な運用」の具 教育コー ・ 弾力的な運用」による通常の学 前・事後） 級の運用状況を比較し考「

体的な取組の内容 ディネー 級担任との連携 察する

ター ・ガイドブックの活用と改善の方

向性についての意見

③校内支援で行われた特別支 ・特別支援 ・対象児童生徒への支援で活用さ 面接法（事 事前・事後の特別支援学

援学級担任による指導や支 学級担任 れた専門性の内容 前・事後） 級担任の専門性の活用状

援の内容 ・該当児童 ・特別支援学級担任と連携した指 況を比較して考察する

生徒担任 導や支援の内容

・ガイドブックの活用と改善の方

向性についての意見

【表４】実践計画

手だて 内容 ねらい

「特別支援学級の『弾力的な ○特別支援学級の「弾力的な運用」について理解を図る

「特別支援学級 運用』ガイドブック（案 」 ○特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブッ）

の『弾力的な運 の配布･説明会 クにより，特別支援学級の「弾力的な運用」について校

用』ガイドブッ （５月～６月） 内での共通理解を図る

ク（案 」 授業参観，校内研修会，学年 ○特別支援学級の「弾力的な運用」の事例を収集し，特別）

会への参加等による事例収集 支援学級担任の専門性を活用した指導・支援の具体例を

（５月～10月） ガイドブックに示す

【表６】研究協力校の実態

学校の規模 特別支援学級等の状況 校内の特別支援教育の状況

Ａ 児童数 320名 ・知的障がい学級１ ・通常の学級の特別な支援を必要とする児童数…９名

小 教職員数 24名 在籍児童数 ３名 ・特別支援学級と通常の学級の交流及び共同学習を行っている（ ）

学 ※特別支援教育支 ・情緒障がい学級１ ・校内措置により特別支援学級で学習する児童がいる

校 援員１名配置 在籍児童数 ２名 ・特別支援教育コーディネーターはことばの教室担当者（ ）

・ことばの教室 １

Ｂ 生徒数 388名 ・知的障がい学級１ ・通常の学級の特別な支援を必要とする生徒数…13名

中 教職員数 30名 在籍生徒数 ２名 ・特別支援学級担任が通常の学級の授業を受けもつ（ ）

学 ※特別支援教育支 ・校内措置により特別支援学級で学習する生徒がいる

校 援員の配置なし ・特別支援教育コーディネーターは特別支援学級担任
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(ｱ) Ａ小学校における実践

① 「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック（案 」の配布・説明会）

特別支援学級の授業参観を行い，研究協力校

の実態を踏まえた特別支援学級の「弾力的な運

用」についてガイドブックを用いた説明会を行

った。説明会の概要を【表７】に示す。

ガイドブックの説明において，研究協力校の

「 」実態を踏まえた特別支援学級の 弾力的な運用

の具体例として提示した内容は以下の５点である。

・特別支援学級担任による通常の学級担任への助言を行う

・特別支援学級の教材・教具を提供する

（ ）・特別支援学級の学習に通常の学級の特別な教育的支援を必要とする児童を受け入れる 通級

・校内研修における理解啓発を行う

・特別支援学級の共同学習により特別支援学級担任１名に空き時間をつくり，通常の学級の特

別な教育的支援を必要とする児童への指導・支援を行う

これらの中から，５点目を除く他の４点について取組がなされた。

② Ａ小学校における特別支援学級担任の役割

Ａ小学校の特別支援教育の担当者は，ことばの教室担

当１名，特別支援学級担当２名の計３名である。ことば

の教室担当者は，特別支援教育コーディネーターとして

校内の特別支援教育を推進している。また 【表８】の，

ように３名がそれぞれの学年に所属しており，所属学年にかかわる機会が多い。

特別支援学級担任の役割としては，知的障がい学級担任が交流学級の担任と日常的な情報交

換を行っている。その際に通常の学級担任に助言も行うことで専門性が活用されているととら

。 ， 。えることができる 情緒障がい学級担任は 通常の学級に在籍する児童への指導を行っている

これは，校内措置により特別支援学級に通級する児童への指導・支援に専門性が活用されてい

るととらえることができる。

特別支援学級担任による通常の学級担任との情報交換については，交流及び共同学習に知的

障がい学級担任が同行する時や，学校生活の中で，通常の学級の特別な教育的支援を必要とす

る児童を観察して気付いたことを通常の学級担任に知らせたり，支援対象の児童が学習に集中

できるよう意図的なことばがけをし

たりする取組が行われた。このよう

な支援により，支援対象の児童は学

習の流れや担任の指示に注目でき，

落ち着いて学習に取り組むことがで

きた。また，通常の学級担任と情報

交換する中で，児童の特性に応じた

かかわり方をアドバイスしたり，教

材を提供したりする取組が行われた。

これらのことにより，通常の学級の

【表７】Ａ小学校における説明会の概要
実施日時 平成20年６月16日16:30～17:00

対 象 管理職２名，教諭18名，講師１名

参 加 者 管理職２名，教諭17名，講師１名

次 第 ①研究の概要説明

②ガイドブックの説明

③質疑

配 布 物 ・ガイドブック

・研究リーフレット（中間報告）

【表８】Ａ小学校の特別支援教育
担当者が所属する学年

特別支援教育担当者 所属する学年

ことばの教室担当 １・２学年

知的障がい学級担任 ３・４学年

情緒障がい学級担任 ５・６学年

【表９】情緒障がい学級担任の専門性を活用したＹ児

への支援

特別支援学級担任の専門性 通級児童への支援内容

障がいに対する基礎知識 ・障がい特性や発達段階に応じた

指導・支援

実態把握の方法 ・行動観察による実態把握

・保護者からの聞き取り

教材・教具の作成や提供 ・認知特性に応じた教材の作成

・コンピュータの活用

個別の指導計画の作成･評価 ・実態に応じた目標の設定と評価

保護者への支援 ・日常的な情報交換

・期末面談等での教育相談

情報の活用 ・校内研究会での授業提供
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特別な教育的支援を必要とする児童の様子や支援について共通理解を図ることができた。

情緒障がい学級担任については，情緒障がい学級に在籍する児童の実態により，交流及び共

同学習の際に通常の学級の児童にも支援を行うことは難しか

った。しかし，校内措置により情緒障がい学級に通級するＹ

児への指導・支援を行う際に，その専門性を活用した取組が

行われた。情緒障がい学級担任による専門性を活用した支援

を12ページ【表９】に示す。

③ 情緒障がい学級に通級する児童への支援

情緒障がい学級に通級するＹ児は，情緒の安定を図るため

の落ち着いて過ごすことができる環境と，認知面の特性に配

慮した指導・支援が必要であった。そのため，情緒障がい学

級担任は教室内を衝立等で区切り，Ｙ児が過ごすためのスペースを設けた（ 図９ 。【 】）

情緒障がい学級担任は特別支援学級の在籍児童を指導しながらＹ児にも学習・生活全般にわ

たり指導・支援を行っている。Ｙ児は特別支援学級で，教科指導と身辺自立に関する指導を受

けている。通常の学級では体育，理科，集会活動や対外行事の取組に参加する。その際は特別

， 。 ，支援教育支援員が付き添うが 通常の学級担任もＹ児に配慮しながら学習を進めている また

情緒障がい学級担任は保護者面談や日常の機会をとらえ,保護者との信頼関係を深めている。

Ｙ児の在籍学級の担任には，情緒障がい学級担任がＹ児の特性や行動の意味を説明して理解

を促したり，Ｙ児の情緒を安定させるための行動を許容してあげるよう伝えたりして，具体的

な支援について共通理解を図った。通常の学級担任は，全体への指示の後にＹ児に指示の内容

を確認する，肯定的なことばをかけるなどしてＹ児を支援した。また，Ｙ児への適切な話し方

の手本を示す，Ｙ児をニックネームで呼ぶなどしてＹ児と在籍学級児童のつなぎ役となり，Ｙ

児が集団に参加できるような環境づくりを行った。

以上の情緒障がい学級担任の取組によりＹ児の情緒の安定が図られ，意欲的に学習に取り組

むことができた。通常の学級での学習にも落ち着いて参加し，担任の指示で不安なく行動でき

るようになった。また，以前は休み時間も情緒障がい学級で過ごすことが多かったＹ児だが，

現在は自分から在籍学級に遊びに行くようになった。

④ 校内支援に関する共通理解と連携の工夫

Ａ小学校では，毎月の職員会議で特別支援学級担任から特別支援学級の児童の様子が伝えら

れ，共通理解を図る場となっている。Ｙ児についても，情緒障がい学級担任が，どのような意

図でどのような指導・支援を行っているかについて具体的に伝えている。また，校内研修とし

て特別支援学級の授業を公開する時間を設けて校内の教職員が自由に参観できるようにし，児

童の様子や学習内容，指導方法について共通理解している。校内委員会では，支援の対象を明

確にするために特別支援教育コーディネーターが作成したシートにより，支援の対象児童に直

接かかわる教職員と，支援の対象児童の実態や支援の方向性等について話し合いを行った。ま

た，職員会議や集会を利用して全職員で情報の共有化を図った。

(ｲ) Ｂ中学校における実践

① 「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック（案 」の配布・説明会）

特別支援学級の「弾力的な運用」について，ガイドブックを用いた説明会を行った。説明会

の概要を次ページ【表10】に示す。

ＴＶ 在籍児

テーブル
在籍児 （作業台） Y児

ソファ 入
口

Ｙ児のための

スペース

【図９】情緒障がい学級の教室内
の配置
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ガイドブックの説明において，研究協力校の実態を

踏まえた特別支援学級の「弾力的な運用」の具体例を

提示し，次の５点の取組がなされた。

・特別支援学級担任による通常の学級担任への助言を

行う

・特別支援学級担任が教科の担当者として通常の学級

で授業を行う時間に，特別な教育的支援を必要とする生徒に配慮した指導を行う

・特別支援学級の学習に通常の学級の特別な教育的支援を必要とする児童を受け入れる（通級）

・特別支援学級を通常の学級の特別な教育的支援を必要とする児童の居場所として活用する

・校内研修における理解啓発を行う

② Ｂ中学校における特別支援学級担任の役割

Ｂ中学校の特別支援学級担任は，特別

支援教育コーディネーターに指名されて

いる。そのため，気になる生徒が在籍す

る学級担任にチェックリストを配布し，

特別な教育的支援を必要とする生徒への

気付きを促したり，外部機関との連携を

図ったりして，校内支援において中心的

な役割を担っている。また，通常の学級

の教科を受けもち，通常の学級の特別な

教育的支援を必要とする生徒に配慮しな

がら指導を行っている。さらに，特別支

援学級に通級する生徒への指導の他に，

不登校傾向の生徒が登校した際に落ち着いて過ごすことができる場所を提供するため，特別支援学

。 【 】 。級での学習に受け入れている 特別支援学級担任の専門性を活用した支援の実際を 表11 に示す

③ 特別支援学級に通級している生徒への支援

Ｂ中学校では，学校経営の重点の中に「特別支援教育の工夫」として特別支援学級への通級を明

示しており，昨年度も対象生徒や保護者との教育相談を経て年度途中から通級を受け入れている。

今年度は，集団の場が苦手で対人関係を築くことに困難さをもつＧ児の通級を受け入れ，少人数の

中で情緒の安定を図りつつ自信をもって学習に取り組むための支援を行った。特別支援学級担任が

行った主な支援は，Ｇ児とコミュニケーションをとるための時間を多くして信頼関係を築くこと，

Ｇ児の実態に応じた内容で学習を進めることにより意欲をもつことができるようにすること，Ｇ児

を認める機会を意図的に増やすことにより自信をもつことができるようにすることである。これら

の支援を学校生活全般をとおして行い，Ｇ児にとって特別支援学級が落ち着いて過ごすことができ

る場所となることで,Ｇ児の気持ちが安定し,学習に意欲的に取り組むことができるようになった。

④ 校内支援に関する共通理解と連携の工夫

特別支援学級担任は，特別な教育的支援を必要とする生徒への気付きを促すために，スクリーニ

ング調査のチェック項目を全職員に配布するとともに，気になる生徒への気付きから組織的な支援

まで流れを提示している。その中で，学年内や特別支援学級担任，養護教諭に気軽に声をかけ，気

になる生徒について話すことから支援が始まることを強調し，まずは生徒の困難な状態に気付くこ

【表11】特別支援学級担任の専門性を活用した支援

特別支援学級担任の専門性 通級児童への支援内容

障がいに対する基礎知識 ・障がい特性や発達段階に応じた

指導・支援

実態把握の方法 ・行動観察による実態把握

・保護者からの聞き取り

・心理検査の実施

教材・教具の作成や提供 ・視覚に訴える教材の作成

・記入する量の調整（学習プリント）

個別の指導計画の作成･評価 ・実態に応じた目標の設定と評価

保護者への支援 ・日常的な情報交換

・教育相談

・相談支援員との連携

情報の活用 ・共通理解を図るための事例提供

・特別支援教育に関する情報提供

・市町村の教育相談員との連携

【表10】Ｂ中学校における説明会の概要
実施日時 平成20年５月８日15:00～15:30

対 象 管理職２名，教諭22名，講師１名

参 加 者 管理職１名，教諭21名，講師１名

次 第 ①研究の概要説明

②ガイドブックの説明

③質疑

配 布 物 ・ガイドブック

・研究リーフレット（中間報告）
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。 ，とが大切であることを示している こうした働きかけと生徒についての情報交換の中から

。 ，特別な教育的支援を必要とする生徒への気付きが大切であることが共通理解された また

支援の対象生徒にかかわる職員による少人数のケース会議を定期的に行うことにより，支

援の対象生徒の状況について情報を交換し，配慮点についての共通理解が図られた。これ

らの取組により，支援の対象生徒は在籍学級や特別支援学級，保健室，学習室等を活用し

ながら落ち着いて学習に取り組むことができるようになった。

２ 実践結果の分析・考察

(1) 事前・事後調査の実施結果と分析

ア 事前・事後調査概要

11ページ【表５】の検証計画に従って，事前・事後調査を行った。特別支援学級担任の専門

性を活用するためのガイドブックの提示と説明は事前調査後に行い，ガイドブックの有効性を

検証することとした。

事前・事後調査の項目は 【表12】のように作成した。事前調査では質問内容を問５までと，

した。事後調査では，ガイドブックについての自由記述を問６として追加し，ガイドブックの

内容の改善に関する意見・要望についても調査した。

イ 事前・事後調査結果

(ｱ) 特別支援学級の「弾力的な運用」についての理解

【表13】と次ページ【表14】は，研究協力校における特別支援学級の「弾力的な運用」の

理解に関する意識の変容状況を示したものである。

Ａ小学校，Ｂ中学校とも，

問１では事前・事後の有意差

はなかった。しかし,事前・事

後ともにプラス反応を示す教

師が多かった。これは，次ペ

ージ【表15 「問１①の回答の】

理由」に示したとおり，通常

の学級の特別な教育的支援を

必要とする児童生徒のために

は，特別支援学級担任の専門

性を生かした支援が必要であ

ることが，既に理解されてい

【表12】事前・事後調査項目
調査項目 質問内容

○特別支援学級の「弾力的な運用」の理解 [問1] 通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
に関すること 児童生徒に対する特別支援学級担任の指導・支援は必要
（[問1]，[問2]) か(①で４段階の評定尺度を選択，②で理由を記述)

○特別支援学級担任の専門性を活用した支 [問2] 特別支援学級の「弾力的な運用」の内容を知っている
援の理解に関すること か(４段階の評定尺度)
([問1]，[問3]，[問4]) [問3] どのような指導・支援を行うときに特別支援学級担任

○特別支援学級の「弾力的な運用」の推進 の専門性が必要か（５つ選択）
に関する意見・ガイドブックへの意見・ [問4] 特別支援学級担任の専門性を活用するために，どのよ
要望 うなことが必要か（３つ選択）
([問5]，[問6] ※問６は事後のみ実施) [問5] 特別支援学級の「弾力的な運用」を推進することにつ

いての意見（自由記述）
[問6] ガイドブックへの意見・要望（自由記述）

【表13】 Ａ小学校における特別支援学級の｢弾力的な運用｣の理解に関す
Ｎ＝２０る意識の変容状況

質問内容 有意差番号
事後

＋ － 合計
事前

＋ 16 2 18
問

あなたは,通常の学級の特別な教育的支援を

－ 2 0 2 0.25
１
必要とする児童生徒に対して,特別支援学級担

合計 18 2 20任が指導や支援を行うことが必要と思いますか。

＋ 5 0 5
問

あなたは，特別支援学級の「弾力的な運用」の

－ 12 3 15 *12.00２ 内容についてご存知ですか。

合計 17 3 20
(注)１ 事前調査は4月14日(月)～25日(金)、事後調査は10月28日(火)～30日 (木)に実

施した。
２ 調査は，A，B，C，D，の４肢選択方式で行い，A，Bはプラス反応，C，Dはマイナ
ス反応，A，Dはそれぞれ強い反応とした。

３ ＊は，χ 検定において有意水準５％で有意差があることを示している。２

４ χ 検定に用いた公式は以下のとおりである。２

２(ｂ－ｃ)
ｂ＋ｃ

ただし，ｂ＋ｃ≦10のときは次の修正公式を用いる。
２(|ｂ－ｃ|-1)

ｂ＋ｃ
なお，ｂはマイナス反応からプラス反応へ，ｃはプラス反応からマイナス反応へ変

わった数を示す。

χ ＝２

χ ＝２
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たためと考える。しかし，特別

支援学級担任にとって負担にな

ることを懸念する記述も小・中

学校ともに見られた。

問２ではＡ小学校，Ｂ中学校

ともに事前・事後の有意差が認

められた。これは，ガイドブッ

クを提示したことにより，特別

支援学級の「弾力的な運用」の具体的な内容についての理解が促されたためであると考える。

(ｲ) 特別支援学級担任の専門性を活用した指導や支援の必要性についての認識

特別支援学級担任の専門性を活用した指導や支援の必要性については，15ページ【表13】, 本

ページ【表14】で示したように，ほとんどの教師が必要と感じていた。

次ページの【図10 【図11】は，問３の回答の結果を割合で示したものである。事前調査では】

「通常の学級担任に指導や支援の方法についてアドバイスを行う」が小学校90％，中学校72％で

最も多かった。事後調査では，この選択肢が小学校70％，中学校60％となったが，最も多いとい

う点では同じ傾向であった。このことから，通常の学級担任に指導・支援のアドバイスを行うこ

とについては，特別支援学級担任の専門性が必要であることが認識されたと思われる。

事後調査では「通常の学級担任に指導や支援の方法についてアドバイスを行う」が減少した反

面 「実態把握を行う｣｢個別の指導計画の作成を行う｣｢特別支援教育の方向性を示す」の項目が，

事前より増えたことから，特別支援学級担任の専門性は，通常の学級担任へのアドバイスだけで

なく，校内支援全般にわたり必要であるというとらえ方に広がったと考えられる。また，小学校

では｢特別支援教育の方向性を示す｣が事後に増えたことから，特別支援学級担任は特別支援学級

の指導を行うだけでなく，特別支援教育の方向性を示すことにもその専門性が必要であると認識

されたと思われる。

小学校と中学校の違いがみられたのは「生徒指導担当との連携を行う」で，小学校では事後調

査で選択されなかったが，中学校では増加していた。このことから，小学校では支援の対象児童

の担任との連携が中心であるが，中学校においては，生徒指導との連携を図る際に特別支援学級

【表14】 Ｂ中学校における特別支援学級の｢弾力的な運用｣の理解に関す
Ｎ＝２５る意識の変容状況

有意差番号 質問内容
事後

＋ － 合計事前

＋ 25 0 25
問

あなたは,通常の学級の特別な教育的支援を

－ 0 0 0 0.00
１
必要とする児童生徒に対して,特別支援学級担

合計 25 0 25任が指導や支援を行うことが必要と思いますか。

＋ 10 2 12
問

あなたは，特別支援学級の「弾力的な運用」の

－ 10 3 13 *5.33
２
内容についてご存知ですか。

合計 20 5 25
(注)１ 事前調査は４月３日(木)～15日(火)、事後調査は10月20日(月)～29日(水)に実施

した。
２ 以下， の(注)２，３，４に同じである。【表13】

【表15】問１①の回答の理由（代表的な記述をまとめたもの）
事 前 事 後回答

・支援が必要な児童に対するアドバイスを受けることで,・通常学級の担任と，専門的知識をもった特別
適した支援を行うことができると考えるからＡ 支援学級担任の連携が大切
・生徒の心理・情緒について，よりきめ細かな視点で見守・全体の中ではなく個別の対応や支援が必要だ
ることができ，生徒一人一人に応じた指導・支援ができから（同意見多数）
ると思う (同意見多数)
・何人の教師がかかわるにしろ，学校生活のための基盤・必要だが，特別支援学級担任の負担にならな
づくりは担任の役目だと思うＢ いようにするべき
・学力不振だけでなく，障がいをもっているが保護者の意・本人や周囲に偏見が無いかぎり本人のために
向で通常学級に在籍する生徒が年々増えている現状かになる
ら・専門性に裏づけられた支援は指導上有効（同
・個別に十分に対応することが困難なため意見多数）
・特別支援学級担任の専門性を活用することは大切であＣ （記述なし）
ると考える。しかし，今の状態では不可能である
・何らかの支援を必要とする児童生徒は必ず学級内に存・指導や支援は特支の担任より通常の学級担任
在する。現在のように特別支援の仕方が明らかになってＤ がアドバイスを得た上で行うのが良い。特支
いる今，担任が対処する方法を知り援助すべきである担任が直接支援するのであれば，通級や入級

すべきだと思う
※回答欄のＡＢＣＤは，問１への回答の選択肢で，Ａ「思う ，Ｂ「どちらかというと思う ，Ｃ「どちら」 」
かというと思わない ，Ｄ「思わない」である」
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担任の専門性を生かすことが必要とされていることが分かった。

次ページの【図12 【図13】は，問４の回答の結果を示したものである。事前調査で小学校・中学】

校ともに一番多かったのは 「特別支援学級の児童生徒への指導や支援の方法を共通理解する」であ，

。 ，「 」った 小学校では事後も同じ傾向で 特別支援学級の児童生徒の交流及び共同学習の時間を増やす

と 「特別支援学級担任の役割を共通理解する」も多かった。このことから，特別支援学級担任の専，

門性を活用するためには，通常の学級との交流及び共同学習の推進が必要であると認識されたと思わ

れる。さらに，｢特別支援学級の担任を複数にする｣が事後に減少したことと，共通理解に関する項目

は事前・事後ともに他の選択肢より多かったことから，特別支援学級担任の専門性を活用するために

必要なことは，支援を行う人数を増やすことではなく，特別支援学級担任の役割を共通理解すること

であると認識されたと思われる。特別支援学級の児童生徒への指導･支援を共通理解する必要性への

認識が高いのは，交流及び共同学習の機会が多い小学校の実態によるものと考える。

中学校では，事前の傾向は小学校と同じであったが，事後に「特別支援学級担任の役割を共通理解

する」が増え 「特別支援学級の児童生徒について共通理解する」と同じ割合になった。また 「教， ，

科担当者や通常の学級担任が特別支援学級の授業を受けもつ」は事前・事後とも同じ割合であった。

このことから，特別支援学級担任の専門性を活用するためには，指導者同士が連携を図り特別支援学

級の児童生徒や特別支援学級の役割について共通理解することが必要であると認識されたと思われ

（Ａ小学校）【図10】問3 特別支援学級担任の専門性が必要なのはどのような指導・支援か

特別支援学級担任の専門性が必要なのはどのような指導・支援か（B中学校）【図11】問3
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る。さらに，事後に「通常の学級の特別な教育的支援を必要とする児童生徒に特別支援学級への

就学を勧める」が減少し 「特別支援学級担任の校務分掌等の負担を少なくする」が増えたこと，

から，特別支援学級担任の専門性を活用するためには校内で連携し役割を分担する必要があると

とらえられたことが分かった。

(ｳ) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する意見

特別支援学級の「弾力的な運用」を推進することについては，自由記述で意見を求めた。記述

の内容から 「校内体制に関すること」と「理解啓発に関すること」に分け，まとめたものを次，

ページ【図14】に示す。自由記述は，特別支援学級の「弾力的な運用」の推進は必要であるとい

う意見がほとんどであった。特に多かったのは，各学校の実態を踏まえること，校内体制を整え

。 ， ，た上で行うことの必要性について述べたものであった また 校内の共通理解を図るだけでなく

理解啓発も行っていくことが学校全体での支援につながることを実感したとの記述もみられた。

しかし，問５の自由記述の内容から,「弾力的な運用」について更に周知していく必要があるこ

とが分かった。そのためには，特別支援教育に関する校内研修や情報の共有等を行う中で 「弾，

力的な運用」の意義や，学校の実態に応じた進め方について繰り返し意識付けを行っていく必要

があると考える。

【図12】問4 特別支援学級担任の専門性を活用するためにはどのようなことが必要か（A小学校）

特別支援学級担任の専門性を活用するためにはどのようなことが必要か（Ｂ中学校）【図13】問4
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問６「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック」への意見・要望については 「共通理，

解を図るために有効である 「分かりやすく説明していた」という記述と 「応用がきくものが」 ，

必要 「担任が困ったときにハウツー的に見られるものが欲しい 「写真や図などでもっと分か」 」

りやすくしたほうがよい」という意見・要望があった。

ウ 事前・事後調査結果のまとめ

事前・事後調査の結果から明らかになったことを,調査項目に沿って以下にまとめる。

(ｱ) 特別支援学級の「弾力的な運用」についての理解

問１では，児童生徒の実態に応じた適切な指導・支援を行うためには，特別支援学級担任の専

門性を活用した指導・支援が必要と捉えている教師が多かった。さらに問２では，Ａ小学校・Ｂ

中学校ともに事後に優位さが認められた。これは，事前には，特別支援学級の「弾力的な運用」

の内容の理解が不十分であるために，特別支援学級担任の指導・支援と特別支援学級の「弾力的

な運用」とが結びついていなかったが，ガイドブックの提示により，特別支援学級の「弾力的な

運用」の具体的な内容の理解が促されたことによるものと考える。

しかし，Ａ小学校においては，問１で「あまり思わない 「思わない」との回答もあった。こ」

れらの回答の理由の記述（ｐ16【表15 ）をみると 「あまり思わない」と回答した理由につい】 ，

ては，特別支援学級担任の専門性を活用した指導・支援を行うことは大切だが，特別支援学級の

実態に応じたかかわり方を考える必要があることを述べている 「思わない」と回答した理由に。

ついては，通常の学級担任が特別支援教育を行う必要性について述べている。つまり，特別な教

育的支援は必要だが，特別支援学級担任だけが支援を担うのではないということであり，児童生

徒の教育的ニーズや校内の実態を踏まえた上で，それぞれの役割のなかで支援を行う必要性につ

いては認識されたと考える。

これらのことから，特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの提示により，

特別支援学級の「弾力的な運用」を推進し，特別支援学級担任の専門性を活用した指導・支援を

行うことの必要性についての理解が深まったと考える。

(ｲ) 特別支援学級担任の専門性を活用した指導・支援の必要性についての理解

問３の結果から，校内支援において，特別支援学級担任の専門性に裏付けられたアドバイスが

求められていることが分かった。これは，問１①の記述（ｐ16【表15 ）にも見られるように，】

特別な教育的支援を必要とする児童生徒にかかわる教職員が，特別支援学級担任からその専門性

に基づいたアドバイスを得ることにより，児童生徒に適切な指導・支援ができるととらえたこと

によるものであると考える。アドバイスは，特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関するこ

【 図 14】 特別支援学級の 「弾力的な運用 」の推進についての自由記述

＜校内体制に関すること＞
・双方にとってメリットのあることだと思うので推進していってほしい

・支援パターンの一つとして，対象となる児童生徒がいて，教師・保護者の共通理解がありニーズがある場合に

対応する指導があれば，とても良い手法だ（同様の意見多数）

・通常学級における何らかの支援を必要とする子どもたちへ, どのように対応すれば良いか戸惑いを感じる担任

も少なくないずです。特別支援学級の先生方の力は本当に必要だと思います

・大賛成です。通常の学級，特別支援学級と分離するのではなく，必要な児童生徒に，必要な場面で，必要な

支援を行っていくことを望みます

・積極的に推進できる環境や，生徒の実態があるかどうかを分析することが前提だと思います

＜理解啓発に関すること＞
・まずは，この特別支援学級の「弾力的な運用」を周知徹底させるべきだと思います。それがなされないまま行っ

てしまうと活用できるものも活用できなくなってしまうと思います

・特別支援というものがより近くに感じられ，全職員のスキルアップのきっかけとなるように願います
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とに限らず,指導全般について教職員間で情報交換するなかで，日常的に行われている。特別

な教育的支援を必要とする児童生徒への指導・支援についても，特別支援学級担任がその専

門性に基づいたアドバイスを行うことで，通常の学級担任との連携を図ることが期待されて

いると考える。

また，事後に特別支援学級担任の専門性に関連した項目が多く選択されたことから，ガイ

ドブックで特別支援学級担任の専門性の内容と専門性を活用した支援について示したことに

より，実態把握や個別の指導計画の作成について特別支援学級担任が専門性をもっているこ

， 。とが理解され アドバイス以外の専門性を活用した支援についての認識が深まったと考える

小学校・中学校ともに共通理解に関する項目が多く選択されたことについては，ガイドブッ

クで特別支援学級担任の校内における役割を示したことにより，特別支援学級担任がその専

門性を活用した役割を担う必要性について理解が促されたためと考える。さらに，中学校に

おいては，生徒指導担当との連携を図る際にも特別支援学級担任の専門性が求められている

ことが分かった。

問４の結果からは，特別支援学級担任の専門性を活用するためには特別支援学級の児童生

徒への指導・支援についての共通理解と，特別支援学級担任の役割について共通理解する必

要性を感じていることが明らかになった。特にＡ小学校では，特別支援学級の在籍児童と通

常の学級との交流及び共同学習を推進する中で，通常の学級担任と特別支援学級担任が連携

して支援を行う必要性についての認識が深まったと考える。Ｂ中学校では，特別支援学級担

任の役割を明確にした上で，特別支援学級の生徒も含め，通常の学級担任も指導・支援にか

かわることの必要性が認識されたと考える。

以上のことから，特別支援学級担任の専門性を活用した指導・支援の必要性についての理

解が深まったと考える。

(ｳ) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する意見

問５の自由記述を見ると，特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する意見は，事前

， 。 「 」と比べ事後の方が記述が増え 内容も具体的になっていた 特別支援学級の 弾力的な運用

により特別支援学級担任が校内支援にかかわることが必要という意見が多いことから，特別

支援学級の「弾力的な運用」の推進は必要であるととらえられたと考える。特別支援学級の

「弾力的な運用」の推進にあたっては，校内の実態や教育的ニーズを踏まえて運用するべき

であること，校内体制を整えて推進すること等の記述が多く見られた。このことから，各学

校の通常の学級に在籍する児童生徒の教育的ニーズや特別支援学級の実態を踏まえて推進す

ることの大切さがとらえられたと考える。また，問６「特別支援学級の『弾力的な運用』ガ

イドブック」への意見・要望の中に 「校内の共通理解を図るために有効である 「特別な教， 」

育的支援を必要とする児童生徒に対して，教師の認識不足や対応の遅れがあるため共通理解

を図ることが大切である」という記述がみられたことから，ガイドブックで示した自校の特

別支援教育の方針を校内で共通理解した上で指導・支援を行うことの大切さが認識されたと

考える。

以上のことから，通常の学級の特別な教育的支援を必要とする児童生徒に適切な指導・支

援を行うことが求められていることが明らかになり，校内の共通理解を図った上で特別支援

学級の「弾力的な運用」を推進することの必要性が認識されたと考える。
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(2) 実践結果の考察

以上の事前・事後調査の結果のまとめと実践から，検証項目に沿って考察する。

ア 特別支援学級の「弾力的な運用」について校内で共通理解し，連携して指導・支援を行うと

いう意識の変容

事前・事後調査の問１と問２の結果から，ガイドブックを配布したことで，特別支援学級の

「弾力的な運用」の意義についての共通理解を図ることができたと考える。また，特別支援学

級担任が特別支援教育に関する専門性を活用して校内支援の役割を担うことについても，事後

調査で児童生徒の実態に応じて支援を行う必要性を述べる記述が増えたことから，理解が深ま

ったと考える。校内支援においては，特別支援学級担任の専門性について共通理解し，その専

門性を生かした指導・支援を行うことにより，特別支援学級に通級する児童生徒の変容が見ら

れ，通常の学級担任もその変容を実感している。このことから，特別な教育的支援を必要とす

る児童生徒の教育的ニーズを踏まえた指導・支援を行う上で，校内の共通理解を図り取り組む

ことが大切であるととらえられたといえる。ゆえに，ガイドブックは特別支援学級の「弾力的

な運用」について校内での共通理解の推進に役立ったと考える。

しかし，特別支援学級の「弾力的な運用」の推進については，学校の実態を踏まえることの

大切さを述べる記述がみられることから，各学校の多様な実態に応じて推進することが明確に

なるように，ガイドブックを改善する必要があると考える。また，これまでに特別支援学級担

任が行ってきた支援の中に，特別支援学級の「弾力的な運用」といえるものが多くあることに

ついて理解が促進されるように，ガイドブックでの示し方を改善する必要があると考える。

イ 実際に行われた特別支援学級の「弾力的な運用」の具体的な取組の内容

研究協力校における実践で示したように，各学校の実態を踏まえた上で，特別支援学級担任

が校内支援にかかわることについて提案した。その結果，特別支援学級担任は通級している児

童生徒への指導や支援を行う中で，支援対象の児童生徒の実態を的確にとらえ，特性に応じた

指導・支援においてその専門性を発揮した。また，特別支援学級担任が通常の学級担任に，支

援対象の児童生徒の特性や指導の経過についても知らせ，情報を共有した。その上で，支援対

象の児童生徒の情緒の安定を図り学習に取り組むことができるように，適切なことばがけと行

動の許容を行うことについて連携を図った。そのため，特別支援学級に通級する児童生徒に対

して適切な指導・支援が行われ，落ち着いて生活でき学習にも意欲的に取り組むことができる

ようになった。これらのことから，特別支援学級担任が通常の学級の特別な教育的支援を必要

とする児童生徒に対して行う指導・支援について，その専門性を校内で共通理解し，特別支援

学級担任の役割を位置付けることで，効果的な支援が速やかに行われたと考える。

さらに，特別支援学級の「弾力的な運用」を推進するにあたり，校長がリーダーシップを発

揮し，学校教育の重点に特別支援教育の充実を掲げ，校内外に周知を図ることと，校内措置と

して特別支援学級での学習を認めることなど，児童生徒の教育的ニーズを理解し対応する姿勢

を示すことが重要であることも確認できた。

ウ 校内支援で行われた特別支援学級担任による指導や支援の内容

特別支援学級担任による指導・支援で活用された専門性は，実態把握をもとにした対象児童

生徒の特性に応じた指導・支援であること，情緒の安定を図るために環境を整えること，落ち

着いた環境の中で必要な支援を行うことであった。これらの専門性を活用した指導・支援を行

うことで，学習への意欲が高まることが明らかになった。
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Ａ小学校においては，Ｙ児が通常の学級の学習に意欲的に参加できるようになり，特別支援

。 ，学級担任の専門性を生かした指導・支援の効果が認められた 特別支援学級の実態によっては

交流及び共同学習に特別支援学級担任が同行し支援する際に，校内支援の対象児童生徒に意図

的なかかわりをもち，行動観察を行いつつ学習への集中を促したり，児童生徒の心情を理解し

共感的なことばがけをしたりするなど，実態に応じた適切な支援を行った。その結果，児童の

情緒の安定が促され，学校生活を落ち着いて送ることができるようになった。

Ｂ中学校においては，特別支援学級担任が通常の学級の教科指導を行う中で，特別な教育的

支援を必要とする生徒についての学習の様子を通常の学級担任に知らせ，情報を共有した。さ

らに，特別支援学級担任は，視覚に訴える教材提示や学習の流れの明確化，学習プリントの工

夫，対象生徒への受容的な対応等，その専門性を生かした指導・支援を行った。特別支援学級

に通級する生徒については，特別支援学級での学習により情緒の安定を図り，落ち着いて生活

できるよう環境を整えることで，学習にも意欲的に取り組むことができるようになった。

このように，特別支援学級担任の専門性を活用した指導・支援により，対象児童生徒の変容

が見られたことから，ガイドブックで示した特別支援学級担任の専門性の活用に関する内容は

適切であったと考える。

３ 特別支援学級の「弾力的な運用」を推進するための手だてのまとめ

(1) 「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック」の成果と課題

ここでは，研究協力校における実践結果の分析と考察により，ガイドブックの成果と課題をま

とめる。

ア 成果

・特別支援学級の「弾力的な運用」の理解の向上に役立った

・特別支援学級担任の専門性の理解の向上に役立った

・特別支援学級の「弾力的な運用」と特別支援学級担任の専門性についての校内の共通理解の

促進に役立った

・特別支援学級担任の専門性を活用し，通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする

児童生徒の教育的ニーズに応じた効果的な指導・支援が行われ，対象児童生徒の困難の改善

に役立った

イ 課題

・さらに理解を促し，取組を推進するための工夫が必要である

・ガイドブックを読んでもらうために内容の充実と読みやすさについて改善を図る必要がある

(2) 「特別支援学級の『弾力的な運用」ガイドブック」の充実に向けて

ア 理解を促し取組を推進するための工夫に関すること

・ガイドブックの内容に，特別支援学級の「弾力的な運用」は，これまでの指導・支援と違う

ことを行うのではなく,これまでの指導・支援を共有し発展させるものであることを加える

・特別支援学級の「弾力的な運用」を分かりやすく示すもの（リーフレット等）の作成を検討

する

イ 内容の充実と読みやすくするための改善に関すること

・ガイドブックの趣旨は｢特別支援学級の『弾力的な運用』｣までの道筋を示し，ナビゲーショ

ンするもの」であることと，ガイドブックを多くの小・中学校の先生方の目に止まるものに

したいことから，題名を｢特別支援学級の『弾力的な運用』ナビ｣と変更する
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・特別支援学級の「弾力的な運用」の小・中学校の事例を第３章に示す

・実践中に収集した資料を参考に，校内体制や支援内容について，具体的に示す

・索引の工夫により，知りたい内容のページがより分かりやすくなるように改善する

・レイアウトの改善により，読みやすいページ構成にする

Ⅶ 研究のまとめと課題

１ 研究の成果

本研究は，特別支援学級担任に求められる役割と具体的な運用方法を明らかにし，特別支援学

級担任の専門性を活用するためのガイドブックを作成することによって，特別支援学級の「弾力

的な運用」の推進に役立てようとするものである。研究の第１年次目にあたる昨年度は，特別支

援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想を明らかにすることができた。

第２年次である今年度は，第１年次に立案した基本構想と手だての構想に基づき，特別支援学

級の「弾力的な運用」を推進するためのガイドブックを作成し，実践をとおして，特別支援学級

「 」 。 ，の 弾力的な運用 の意義と具体的な運用の方法を示した ２年間の研究の成果と課題について

以下にまとめる。

(1) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本的な考え方の検討

特別支援学級の「弾力的な運用」及びＬＤ・ＡＤＨＤ等の児童生徒への特別支援学級担任の

専門性を活用した支援に関する先行研究や文献を基に，特別支援学級の「弾力的な運用」の推

進に関する基本的な考え方を検討し，まとめることができた。

(2) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想の立案

基本的な考え方を踏まえ，小・中学校における特別支援学級の「弾力的な運用」を推進する

ための基本構想をまとめることができた。

(3) 県内の小･中学校における特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する実態調査と分析・

考察

県内の小・中学校における特別支援学級の「弾力的な運用」の推進と特別支援学級担任の活

用に関する調査を実施し，調査結果を分析・考察することにより，特別支援学級の「弾力的な

運用」の実態と課題を把握し，特別支援学級担任の専門性を活用するためのガイドブックの方

向性をまとめることができた。

(4) 特別支援学級の「弾力的な運用」の推進に関する基本構想に基づく手だての構想

基本構想と実態調査をもとに，特別支援学級の「弾力的な運用」を推進するための手だてと

して，県内の小・中学校や特別支援学級の実情を踏まえた「弾力的な運用」の在り方と，特別

支援学級担任の専門性を活用するための具体的な方法を示したガイドブックの構想をまとめる

ことができた。

(5) 特別支援学級の「弾力的な運用」の在り方の提示

第１年次における県内実態調査の結果を踏まえ，特別支援学級の「弾力的な運用」の意義と

運用の方法を示したガイドブックを作成し提示することができた。研究協力校における実践に

より，ガイドブックの有効性が確認され，特別支援学級が設置されている小・中学校における

特別支援教育の推進に資することができた。

２ 今後の課題

(1) 指導実践をとおして明らかになったガイドブックの課題を踏まえ，内容の充実を図る。
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(2) 本研究で作成した「特別支援学級の『弾力的な運用』ガイドブック」の活用が図られるよう

に普及・活用の方法を検討する。

＜おわりに＞

この研究を進めるにあたり，ご協力いただきました研究協力校の先生方，児童生徒の皆様，並びに

実態調査にご協力いただいた県内特別支援学級設置校の皆様に心よりお礼申し上げます。
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